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中国語の副詞「就 Giu)」の統語的特徴について

―生成文法の観点からー

張雨辰

1. はじめに

中国語には「就 Giu)」という副詞があり、この副詞は焦点句との関係を持つが、英語、日本語において

は、「就 Giu)」に対応する語彙が存在しない。さらに、「就 Giu)」は文中で生起する位置により、意味と

機能に差異が生ずると考えられる。具体的には、 (1)と(2)の対比のように、双方が真逆の意味解釈を表

す事例が挙げられるし

約翰就去派対了

(1)'Yuehan jiu qu paidui-le 

John go party ASP 

John went to the party (There might be other persons who went to the party, but they are not'endorsed'by the 

speaker) 

約翰就去派対了

(2) Yuehan'jiu qu paidui—le 

John go party ASP 

John ONLY went to THE PARTY. 

(1)では、焦点句は「John」であり、副詞「就」より前に現れ、文の強勢が焦点句に置かれる。 (1)では、

「就」を挿入することにより、「John以外にもパーティーに行く人がいるかもしれないが、ここでは話し

手によって間趙にされていない」という含意が読み取ることができる。本論文では、このような意味を

「反総記 (anti-exhaustive)」の意味2と呼ぶ。

1本論文では「` 」で強勢を、「太字」で焦点を表すことにする。

2本論文での「反総記」の意味は、久野障 (1973)における「総記 (exhaustive)のガ」に由来する。久野 (1973)

は、主語につくガ格には「総記」のという用法があることを指摘した。総記とは主語に「x、そしてXのみが」という含
意がある用法である。

(i)におけるガ格は「総記のガ」であり、(i)は「学生であるのは太郎だけだ」という含意が含まれている。例えば、

学生である人は太郎以外にもいる場合では、話し手が (i)を発話する場合、偽になる。中国語にも同じ現象が見

られる。 (ii)では「太郎だけが学生です」という含意が存在する。しかし、(ii)にjiuを挿入すると、学生である人は太

郎以外にもいると話し手が知っていながら jiuを伴った (ii)を発話しても、偽にならない。この現象により、本論文

では、jiuは「反総記」の意味を持っていると指摘する。

(i)太郎が学生です。 (ii)'太郎（就）是 学生

太郎 jiu COP学生
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(1)で「反総記」の解釈が見られる一方、 (2)では、焦点句が「theparty」であり、文の強勢が「就」に

置かれる。ここでは、「就」は英語のonlyと類似した意味と機能を持っており、 (2)は「就」を挿入する

ことにより、「Johnはパーティーだけに行った（他のところには行かなかった）」という意味を表す。

Tsai(2017)では、 (1)における焦点句よりも後ろに現れる「就」をjiulと、 (2)における焦点句よりも

前に現れる「就」をjiu2と分類している。本稿もTsai(2017)の分類に従い、分析乞且める。

(3) a.jiul: 

b.jiu2: 

焦点 jiul 

'jiu2 焦点

ここでは、 jiulの現れる文では、強勢が焦点に置かれる。一方で、 jiu2の現れる文では、強勢が「就J

に置かれる、この場合では焦点も強く発音する必要がある点に注意されたい。

本論文では、「就」の統語的特徴について検討し、特にjiulの統語的特徴を生成文法の枠組みから検討

する。

2. 先行研究

従来の中国語語学では「就」については形式意味論 (Tsai(2017), Liu (2016)などに参照）、語用論 ((Hole

(2004),Biq (1988)など）の作祖みによる研究心但められているが、生成文法のアプローチからの研究は管

見の限り見当たらない。

Biq (1988)では、「就」の用法を「parametricusage」、「liinitingusage」、「emphaticusage」、「temparal

usage」という四つに分類している。この四つの分類のうち、「parametricusage」と「liinitingusage」が本

論文でのjiulとjiu2に対応している。

3 、「parametncusage」 Giul)の「就」にマークされる焦点は、 (4)のように、文の表Biq(1988)によ7と

す出来事の発動条件になる。

張三` 明天就走

(4) Zhangsan'mingtian jiu wu 

Zhangsan tomorrow leave 

、Zhangsanwill leave (as soon as) tomorrow.' (Biq (1988:3b)) 

(4)では、焦点句 'tomorrow'は、 'Zhangsanleaves'という出来事の発動すること (actuation)のパラメ

ーターとなる。簡潔に述べると、 (4)は 'Zhangsanleaves at x, xis tomorrow'という意味を表している。 (4) 

では「就」を挿入することにより、 'Zhangsanwill leave AS SOON AS tomorrow'という 'assoon as'の尺度

の含意 (scalarimplicature)が読み取ることができるという点に留意されたい。 Biq(1988)では、この尺度

の含意について、それが副詞「就」に含まれるものではなく、コンテクストから得られるものであると述

べている。例えば、 (4)はコンテクストの会話から、 (5)のようなスケール (scale)が得られる。
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(5) 

<stronger asserted value weaker> 

+ today-—tomorrow the day after tomorrow → 

+ (one of) the assumed values 

(5)では、 、Zhangsanleaves at x'という命題について、想定された値はtomorrowより弱く (weak)、例

えばtheday after tomorrowが想定 (assumed)されている。実際に挿入された値はtomorrowであるため、

、assoon as'という含意が読み取れるようになる。

Biq(l988)のjiulについての分析は、非常に興来菜いものであり、 jiulが変項を含むpredicate((4)であ

れば、 jiulが'Zhangsanleavesatx'という predicateが作られ、 xが変項である）を作る機能があるという観

察は正しいと考えられる。しかし、「就」によってもたらす尺度の含意について、それがコンテクストか

ら来ているという主張には、間題がある可能性があるとが、本論文では空ち入らないこととする。

3. 「就Jの統瓢勺特徴

疇でjiulとjiu2の共通的な統諏衛造として、 jiulとjiu2は両方ともモーダルなどを含む節的な要素

と構成素を成していることを示す。

まず、 jiulについて参照されたい。 (4)(以下 (6)として再掲）のような jiulの現れる文では、焦点旬

'tomorrow'が「就Jの直簡に現れる。

(6) Zhangsan'mingtian jiu wu 

Zhangsan tomorrow leave 

、Zhangsanwill leave (as soon as) tomorrow.' ((4)再掲）

このような焦点句と「就」の位置関係は、「就」が焦点化詞であり、 'tomorrow'と結びつき、構成素を

成している可能性があると想定することが自然であると考えられるが、実際には、そうではない。 jiulは

その前にある焦点句ではなく、その後ろにある動詞句を含む要素と構成素を成している。

(7)の前置テストは［焦点＋就］が構成素を成していないことを示している丸

3ここではあえて (6)をテストに使わないのは、 (6)では 'tomorrow'を前置させたらjiulの意味が

、tomorrow'にかかっているのか、主語にかかっているのかがわかりにくいからである。

4 (7b)が非文で、 (7c)が文法的な文になるということから、「焦点+jiu」が構成素をなしていないことを完全

に言い切れない。つまり、構成素テストの性質上、 (7b) が言えないのは「焦点~jiu」が構成素をなしていない

ためではなく、他には原因がある可能性がある。したがって、「焦点+jiu」が構成素である可能性は完全には

否定できないことになる。
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(I asked the teacher who can go back home first?) 

老師悦` 小紅就可以走了

(7) a. laoshi shuo ['xiaohong jiu keyi zuo le] 

the teacher say XiaoHong jiu may go ASP 

The teacher said XiaoHong may go back home first 

＊` 小紅就老師悦可以走了

b. *'xiaohong jiu laoshi shuo keyi zuo le 

XiaoHong jiu teacher say may go ASP 

XiaoHong, the teacher said may go back home first. 

｀小紅老師悦就可以走了

c.'xiaohong laoshi shuo jiu keyi zuo le 

XiaoHong teacher say jiu may go ASP 

XiaoHong, the teacher said may go back home first. 

(7a)では埋め込み文の主語「XiaoHong」は焦点であり、「就」が埋め込み文のモーダルを含む動詞句の

前に現れる。もし、 [XiaoHong+就］が構成素を成しているのならば、 [XiaoHong+就］を文頭に前置させる

ことができるはずである。 (7b)は [XiaoHong+就］を前置させた文であり、非文となるので、予測に反す

る。一方、 (7c)は埋め込み文主語「XiaoHong」だけを文頭に前置させた文であり、非文とはならない。

(7b)と(7c)の対比より、 jiulがその前にある焦点句ではなく、その後ろにあるモーダルなどを含む動詞

句と構成素を成していることは明らかである。

次に、 jiu2について検討する。 (8)では、焦点が 'French'であり、「就」よりも後ろに現れるので、 (8a)

における「就」はjiu2である。

老赳可能会［就学法i吾］

(8) a. laozhao keneng hui [jiu xue fayu] 

Mr. Zhang may will jiu learn French 

Mr. Zhang may will (only) learn French 

［` 就賓却吾］老超可能会

b. [jiu xue fayu] laozhao keneng hui 

jiu learn French Mr. Zhang may will 

(only) learn French, Mr. Zhang may will do 
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(8b)は (8a)に［就＋動詞句］を文頭へ前置させた文である。 (8b)が文法的であることからjiu2はその

後ろにある動詞句と構成素を成していることが分かる竺

4.jiulと焦点句の関係

本節ではjiulと焦点句の間の関係について議論する。

4.ljiulの反総記の意味

3節で既に見た通り、 jiulはそれより後ろにあるモーダルなどを含む動詞句と構成素を成しており、そ

れより前にある焦点句と構成素を成していない。つまり、jiulの現れる文は (9)のような構造を持ってい

る。

(9)[ 焦点 [jiul [ModP [ VP ] ]] 

(9)の構造では、焦点句がjiulのc統御領域の外にあるにもかかわらず、 jiulの「反総記」の意味が焦

点まで影響を及ぼしている。例えば、 (10)では ((7a)再掲）焦点句 'XiaoHong'はjiulよりも前に現れ、

jiulがモーダルを含む動詞句と構成素なしており、焦点句がjiulのc統御領域の外にある。つまり、焦点

句 'XiaoHong'はjiulの領域外にあるため、 jiulは焦点句に影聾を与えることができないという予測が成

り空つはずであるが、これは事実に反する。

老師悦｀小紅就可以走了

(10) a. laoshi shuo「Xiaohong [ jiu keyi zuo le]] 

teacher say XiaoHong jiu may go ASP 

The teacher said XiaoHong may go home first. 

(10)ではjiulを挿入することによって、「「先生が帰っていいと言っている人」は、「XiaoHong」以外に

5 中国語では、モーダルの認可がなければ、動詞句の前置または削除ができないので、 (13b)では未来 'future'

を表す hui'will'というモーダルによって動詞句の前置が認可される。

6 jiu2によってマークされる焦点句は、 VP、あるいはVPの一部が可能である。例えば、 (i)では焦点句は

[KAN-WAN-LEDi-YI ZHANG], [KAN-WAN-LE di—yizhang], [kan-wan-leDI-YIZHANG]という三つの可能性が

ある。この点においてjiu2は英語のonlyに類似しているが、 jiu2はonlyではない。 (ii)ではjiu2がzhi'only'

と同時に現れうる。

(i) Zhangsan jiu2 kan-wan-le di—yi zhang 

Zhangsan read-finish-ASP 1st chapter 

、Zhangsanonly finished reading chapter one' 

(ii) Zhangsan jiu2 zhi kan-wan-le di—yi zhang 

Zhangsan only read-finish-ASP 1st chapter 
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もいるかもしれないという含意が読み取れるが、この情報は話し手によって裏付けられていない。この

「'XiaoHong'以外にもpreclicateによって定義される性質に満たすもの（人）がある」という意味は、いわ

ゆる本論文で述べる「反総記」の意味である。このようなjiu1の意味範囲はその c統御領域外のものに

影響を及ぼす現象について、そのメカニズムを解明する必要がある。

5.ljiulは焦点句を引き上げることができない

本節では、 (11)での事例から得られる予測に反し、jiulは焦点句を引きかげることができないと主張す

る。

(11)では、焦点句は 'apple'であり、 jiulよりも前に現れている。 (Ila)では焦点句がjiulの直前に、

(llb)では焦点句が文頭にある。いずれの文においても、 jiulの「反総記」の意味が焦点句まで届いてい

る。このように、 jiulは常に焦点句よりも前に現れることから、「就」が焦点化詞であり、焦点句を上に

引き上げる機能があると考えるのが自然である。

約翰` 輩果就吃了

(11) a. Yuehan pmgguOi JIU chi-le ti 

John apple eat-ASP 

John eat the apples (he might also eat other things) 

碑果約翰就吃了

b, . . pmgguoi Yuehan JIU chi-le ti 

apple John eat-ASP 

John eat the apples (he might also eat other things) 

しかし、 (12)を見てみよう。 (12a)は元の謡I頂の文であり、場所副詞 'zaigongyuan'(in the park)は様態

副詞 'mali-de'(quicl<ly)より外（前）に現れる。 (12b)は［場所副詞＋様態副詞］を文頭に前置させ、様態副

詞 'mali-<le'(quicl<ly)が焦点句に当たる文である。もし、 jiulが焦点を引き上げることができるのなら、

予測としてはjiulが様態副詞'mali-de'(quicl<ly)を文頭へ引き上げた文 (12c)も文法的な文になるはずで

あるが、実際は非文となる。 (12c)では「就」があっても無くても、そもそも非文法的である。その非文

法性の原囚は中国語では様態副詞は場所副詞より外に出てこれないからである。そして、(12b)では「就」

があってもなくても、その文法性に影響がない。以上のことから、 jiulの挿入の有無は文の文法性に影響

がないと考えられる。

(12) a. 約翰在公国麻利地修好了年

yuehen z.ai gongyuan mali de xiuhao le che 

John in park quicl<ly DE fix ASP car 

John quicl<ly fixed the car in the park 
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b. 在公国麻利地約翰（就）修好了牟

叫 gongyuan'mall de yuehen jiu xiuhao le che 

in park quickly DE John jiu fix ASPcar 

John quickly fixed the car in the park. (not slowly, not clmnsy) 

C. *'麻利地在公固約翰（就）修好了牟

'mall de なigongyuan yuehen Giu) xiuhao le che 

quickly DE in park John jiu fix ASP car 

John quickly fixed the car in the park. 

5.3jiulと焦点句の間に見られる局所性

既に5.1節で議論した通り、jiulはそれより前にも現れ、そのc統御領域の外にある焦点句に「反総記」

の意味を及ぼず現象が見られる。しかし、このような現象は、焦点句が jiulより前に現れればいいとい

うのではなく、 jiulの意味が及ぼす範囲と焦点句の間に距離の制限が見られる。次の (13)と(14)を参

照されたい。

脱三辻李四[PRO就吃了仮］

(13)'Zhangsan rang Lisi [ PRO jiul chi-le ti叩］

Zhangsan let Lisi jiul eat-asp food 

、ZHANGSAN(is (one of) the person(s) who) let Lisi to have a meal.' 

＃` 張三知道［李四就吃了坂］

(14) #'Zhangsan zidao [ Lisi jiu chi—le£ 叫

Zhangsan know Lisi eat-ASP meal 

Intended meaning:'ZHANGSAN (is (one of) the person(s) who) knows that Lisi ate a meal' 

(13)と(14)では主節動詞はそれぞれrang'let'とzhidao'know'であり、「就」はそれぞれの補文節の動

詞句の前についており、文の焦点は両方とも主文主語の Zhangsanである。 (13)と(14)では、主節動詞

だけが異なるが、 jiulと焦点句の間の解釈が異なる。

(13)ではjiulが補文節にありながら、その「反総記」の意味が主節主語のZhangsanまでに届いている。

つまり、 (13)は 'ZHANGSAN(is (one ot) the person(s) who) let Lisi to have a meal.'という意味を表している。

言い換えれば、 Zhangsan以外にも Lisiにご飯を食べさせた人がいるかもしれないが、この情報は話し手

によって裏付けられていないという含意が読み取れる。

一方、 (14)ではjiulと焦点句の位置関係が一見すると (13)と同じであるが、 (14)は、 'ZHANGSAN 
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(is (one of) the person(s) who) knows that Lisi ate a meal'という意味を表すことができない。言い換えれば、

(14)には「Zhangsan以外にも Lisiがご飯を食べたことを知っている人がいるかもしれない」という含意

が含まれてはいない。つまり、 (14)では (13)と違い、 jiulによってもたらす「反総記」の意味が焦点句

、Zhangsan'までに届いていないことが分かる。

(13)と(14)の違いは、主節の動詞がとる補文節のタイプの違いによって、生み出されたものだと考え

られる。 (13)と(14)の主節動詞のとる補文節のタイプの違いは次のテストでわかる。

(15) a. 張三比王医生橙査了李医生的病人

Zhansan rang Wang yishen jiancha le Li yisheng de bingren 

Zhangsan let Wang-doctor check-ASP Li-doctore-GEN patient 

、Zhangsanlet Doctor Wang checked Docotor Li's patients 

b. 張三辻李医生的病人被王医生栓査了

Zhangsan rang Li yisheng de bingren bei Wang yisheng jiancha le 

Zhangsan let Li-doctore-GEN patient PASS Wang-doctor check-ASP 

、Zhangsanlet Dococtor Li's patient to be checked by Doctor Wang' 

(16)a張三知道王医生桧査了李医生的病人

Zhangsan zhidao Wang yisheng jiancha le Li yisheng de bingren 

Zhangsan know Wang-doctor check-ASP Li-doctor-GEN patient 

、Zhangsanknow that Doctor Wang checked Doctor Li's patient' 

b. 張三知道李医生的病人被王医生栓査了

Zhangsan zhidao Li yisheng de bingren bei Wang yisheng jiancha le 

Zhangsan know Li-doctor-GEN patient PASS Wang-doctor check ASP 

, Zhangsan knows that Doctor Li's patient was checked by Doctor Wang' 

(15a)と(16a)の主節動詞はそれぞれrang'let'とzhidao'know'であり、両方の動詞とも 'Wangyishen 

jiancha le Li yisheng de bingren'(Doctor Wang checked Doctor Li's patient)を補文節にとる。そして、 (15b)と

(16b)はその補文節に受動化をかけた文である。 (15b)では命題の意味が元の文と変わっている。元の文

(15a)は、「Zhangsanが DoctorWangに指示し、 DoctorLiの患者を診断させた」という意味を表してい

る。一方、 (15b)では、命題の意味がわかっており、「ZhangsanがDoctorLiの患者指示し、 DoctorWangに

見てもらうことにした。」という意味を表す。それに対して、 (1他b)はこのような命題の意味の違いが見

られない。両方とも、「DoctorWangがDoctorLiの患者を診たということはZhangsanが知っている。」と

いう意味を表す。 (15)と(16)の違いは、動詞のとる補文節のタイプによると考えられる。 (15)の主節動
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詞rang'let'はコントール動詞であり、 (17)の項構造を持っていると考えられる。一方、 (16)の主節動詞

zhidao'know'はCPを補文節にとる動詞であり、 (18)の項構造を持っている。

(17)[ Suj rang Object [s PRO ....... ]] 

leL—二
(18)[ Suj zhidao [s ...... ]] 

know 

jiulと焦点の間の局所性は節のタイプによって違いが見られる。 jiulの反総記の意味にとって、 zhidao

'know'のとる補文節は一種の障壁になっていることは明白である。なお、この障壁の仕組みは何であるか

について、今後の課題としたい。

5. まとめ

本論文では、中国語の副詞「就」の統語的特徴について生成文法の枠組みから検討した。 jiulとjiu2が

共通して持つ特性は、両方ともそれより後ろにあるモーダルなどを含む動詞句と構成素を成しているこ

とである。さらに、本稿ではjiulは焦点句を引き上げることができないことと、 jiulの「反総記」の意味

はそのc統御領域外の焦点句に届くことができることと、jiulと焦点句に影響を及ぼす範囲があるという

三つの特徴を示した。
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